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［解説］ 

 Ⅰ 
  第 1 問 

 問 1 多原子イオン CO３
２－，NH４

＋，SO４
２－，CH３COO－を含むもの。 

 問 2 融点が最も高いのは，共有結合の結晶，最も低いのは，分子結晶， 

   固体状態での電気伝導性があるもの，金属の結晶。 

 問 3 (イ)分散媒分子の熱運動 (イ)ゲル (ウ)イオンの価数が大きい 

 問 4 (イ)塩基性となる (ロ)水素が発生し水酸化物イオンを生じる 

 (ハ)NaCl は中性 (二)酢酸の電離度が小さくなる 

 (ホ)塩酸と次亜塩素酸を生じる 

 

 

問 5 (a) CH４を a［mol］，C２H４を b［mol］とすると。 

CH４＋2O２ CO２＋2H２O，C２H４＋3 O２ 2CO２＋2H２Oより， 

ba
3b2a

＋

＋
＝2.8⇒4a＝b⇒a：b＝1：4 よって，CH４は 20［％］となる。 

(b) 混合気体 67.2［mL］は
4.22

102.67 －３×
＝3×10－３［mol］なので， 

a＝3×10－３×
5
1
，b＝3×10－３×

5
4
となり，生じた水蒸気は 

(3×10－３×
5
1
×2＋3×10－３×

5
4
×2)［mol］×18［g/mol］×10３［mg/g］ 

＝108［mg］ 

第 2 問 

問 1 (a) Zn と Cu は NO を発生して溶け，NO は直ちに NO２となる。さらに， 

2 NO２ N２O４の平衡状態となり，圧力を加えると平衡は右へ移る。 
(b) 溶解度より，ZnS と CuS の溶解度積はそれぞれ， 

[Zn２＋][S２－]＝(1.47×10－９)２＝1.47２×10－１８[mol２/L２]および， 

[Cu２＋][S２－]＝(2.55×10－１５)２＝2.55２×10－３０[mol２/L２]となる。また， 

[S２－]＝ 2
221

]H[
]SH[

＋

KK •
＝

２

－１５－７

30.0
10.0101.1100.1 ××××

＝
9

11
×10－２２［mol/L］ 

[Zn２＋][S２－]＝1.0×10－２×
9

11
×10－２２＜1.47２×10－１８より，ZnS は沈殿を生 

じない。よって，溶液中の[Zn２＋]＝1.0×10－２［mol/L］ 

[Cu２＋][S２－]＝1.0×10－２×
9

11
×10－２２＞2.55２×10－３０より，CuS は 

沈殿を生じる。溶液中の[Cu２＋]は，[Cu２＋]×
9

11
×10－２２＝2.55２×10－３０よ
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り，[Cu２＋]＝
11

1055.29 －８２ ××
［mol/L］となる。 

よって，
－２

－８２

100.1
11

1055.29

×

××

×100＝5.32×10－４［％］ 

(d) 密度［g/cm３］＝

( )

( )３２－９

２３

＋

101054.0

4
1002.6

1.324.65

××

×
× ＝4.11［g/cm３］ 

 問 2 (a) [Ⅲ]Zn＋2HCl ZnCl２＋H２より， 

H２が
3001031.8

23.110013.1
××
××

３

５

≒0.05［mol］生じたので，Zn も 0.05［mol］あった。 

[Ⅳ]Cu＋2H２SO４ CuSO４＋SO２＋2 H２O，SO２＋2 H２O２ H２SO４ 

H２SO４＋BaCl２ BaSO４＋2HClより，Cuの物質量＝BaSO４の物質量 

1.96137
66.4

＋
≒0.02［mol］よって，Pt は，5.00－0.05×65.4－0.02×63.5＝0.46 

第 3 問 
問 1 グラフより，温度一定では，圧力が高いほど C の生成量が多い。 

⇒圧力を高くすると気体分子数の減少する方向に平衡が移る。 
よって，C が生成する方向は気体分子数の減少する方向 

また，圧力一定で，温度が低いほど C の生成量が多い。 

⇒温度を下げると発熱反応の方向に平衡が移る。 
よって，C が生成する方向は発熱反応の方向 

問 2 (a)Kp=
Ap

CB pp 2

＝
[ ] ( )

[A]RT
RTCRTB 2
][

２

＝Kc(RT)2 となる。 

 

(b)   A  2B ＋ C 

 前  100     0   0（単位：Pa） 

 量  －
2
1

 x   ＋x  ＋
2
1

 x  100－
2
1

 x＋x ＋
2
1

 x ＝180 より， 

平衡時 100－
2
1

 x   x   
2
1

 x        x＝80[Pa] 

同温・同体積では，『気体の物質量の比＝分圧の比』より，初めの A の物質量は， 

B：A＝80Pa：100Pa＝1.00×10－５mol：y mol⇒y＝1.25×10－５mol 

(c) (b)より，100－
2
1
×80＝60[Pa] 

(d) Kp=
A

CB

p
pp 2

＝
60

0480 ×２

［Pa］となり，この条件での A の分圧は， 

60
0480 ×２

＝
Ap

08160 ×２

より，PA＝480［Pa］となる。 

     A   2B   ＋ C 
平衡時 480［Pa］  160［Pa］ 80［Pa］より，A は 560［Pa］分あったこ 
とになる。加えた分は，560－100＝460［Pa］ 
80Pa：460Pa＝1.00×10－５mol：x  mol ⇒ x＝5.75×10－５mol 
(e) (ハ)平衡は移動しない 

第 4 問 

 問 1 CO２：H２O＝
44

15.4
：

18
05.4

＝0.35：0.225 より， 

C：H＝0.35：0.45＝7：9 

 問 2 アルコールを酸化して還元力のある酸すなわちギ酸を生じるのはメタノ 

ール。 

問 3 (a)～(c) D がフタル酸，C がメタノールより，E は 

C１４H１８O４＋２H２O－C８H６O４－CH４O＝C５H１２O となる。 
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    解答できない。計算が煩雑であるため，途中は,分数のまま進めるとよい。 

第 2 問 金属の混合物。問 1 の(b)は硫化物の溶解度から溶解度積を求めないと， 

Ⅰの第２問，第３問，Ⅱがどの程度できたか。70～75（％）が合格ライン。 

Ⅰ第 1 問 結晶，コロイド，pH，混合気体の標準的な問題で落とせない。 

Ⅱ 電気量（C）を（Ah）に直すことができれば，決して難しくはない。 

第４問 芳香族の構造推定。標準的であり落とせない。 

    を用い，圧力で反応を考えると速く解ける。 

CH３CH２CH２CH２CH２OH，CH３CH２CH２C＊H(OH)CH３ 

CH３CH２CH(OH)CH２CH３，CH３CH２C＊H(CH３)CH２OH 
(CH３)２CHCH２CH２OH，(CH３)２C(OH)CH２CH３ 

(CH３)２CHC＊H(OH)CH３，(CH３)３CCH２OH 下線が第 1 級アルコール 

問 4 G は C４H６O４であり，H の第 2 級アルコールを(CH３)２CHOH とすると， 

F は C７H８O でフェノール性 OH をもつので，o，m，p－クレゾールとなる。 

 
Ⅱ 
 問 1 リチウムは，水と激しく反応するため。 

 問 2  −+ +→ eLiLi

    　 1[mol] −e [ ]⎟
⎠
⎞⎜

⎝
⎛ × C. 410659 は [ ]Ah.

6060
106549 4

×
×  

     Li [ ]mol
.
.
96
01

では， [ ]Ah3.9.
.
.

6060
109.65 4

==×
×
×

　883
96
01  

 問 3  

    2102110

96
01
465
201

..

.

.
.

.

==

×

(倍) 

 問 4  

  2 PbSO4 + 2 H2O  Pb + PbO2 + 2 H2SO4 

  より e－ 2mol 充電すると H2SO4 2mol（98.1(g)）増加するので， 

  e－は， mol
1.98

96.1
必要。 

  並列なので，一つの回路は， mol
21.98
196.1

× となり， 

   電池 1 個当り， mol
2
1

1.98
96.1

×  

   Li  Li＋ + e－より 

   Li は，
3109.6

2
1

1.98
96.1

××× (mg)109.6 ×  ≒

講評 
 

 

 


